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第187号 平成29年２月（2）議会だより 　はこね

12月定例会
　１２月定例会は、１２月１日から１２月１４日までの会期で開催され、
条例の改正や補正予算、一般質問等を行いました。

補正予算
平成28年度箱根町一般会計補正予算  （第5号）

主な内容

原案可決

宮城野保育園建設事業、ふるさと納税促進事業等

補正額　4億3,606万2,000円追加　⇒　補正後の総額　103億4,155万5,000円

平成28年度箱根町介護保険特別会計補正予算  （第2号）

主な内容

原案可決

町村共同システム負担金、介護保険料過年度過誤納還付金等

補正額　307万5,000円追加　⇒　補正後の総額　12億1,088万5,000円

○
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

及
び
箱
根
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て�

・
・
・
原
案
可
決

○
箱
根
町
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
・
・
原
案
可
決

○
箱
根
町
子
育
て
勤
労
者
支
援
住
宅
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

�

・
・
・
原
案
可
決

　

老
朽
化
し
た
湯
本
後
山
子
育
て
勤
労

者
支
援
住
宅
に
入
居
者
が
不
在
と
な
り
、

そ
の
用
途
を
廃
止
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

○
箱
根
町
立
学
校
等
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て�

・
・
・
原
案
可
決

　

温
泉
幼
稚
園
廃
止
に
伴
う
改
正
で
す
。

条
例
改
正　

４
件

○
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て�

・
・
・
原
案
可
決

　

宮
城
野
保
育
園
建
設
工
事
に
伴
う
契

約
金
額
に
変
更
（
約
3718
万
6000
円
）
が
生

じ
た
た
め
で
す
。

工
事
請
負
契
約　

１
件

○
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ

の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て�

・
・
・
原
案
可
決

　

地
方
議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
を
図

る
た
め
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
加
入
の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
、
関
係
行
政
庁
に
意
見

書
の
提
出
を
す
る
も
の
で
す
。

議
会
議
事
案
件　

１
件

○
不
動
産（
建
物
）の
無
償
譲
渡
に
つ
い

て�

・
・
・
原
案
可
決

　

恵
明
学
園
よ
り
温
泉
幼
稚
園
施
設
利

用
の
要
望
が
あ
り
、
地
域
と
共
生
し
続

け
る
こ
と
の
効
果
を
考
え
無
償
譲
渡
を

す
る
も
の
で
す
。

○
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て（
３
件
）

�

・
・
・
原
案
可
決

そ
の
他　

２
件

○
箱
根
町
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

○
箱
根
町
第
３
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

　

こ
の
２
件
に
関
し
て
は
、
総
合
計

画
・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
現
在
審
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

継
続
審
査　

２
件

表
紙
の
写
真

～
小
学
校
６
年
生

の
議
会
傍
聴
～

　

町
内
の
各
小
学
校
６
年
生

が
議
会
傍
聴
に
来
て
く
れ
た

と
き
の
写
真
で
す
。

　

昨
年
度
よ
り
、
社
会
科
授

業
の
一
環
と
し
て
、
将
来
、

町
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と

す
る
住
民
と
し
て
の
意
識
を

育
て
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

教
育
委
員
会
や
学
校
関
係
者

の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

※
Ｐ
６
に
特
集
と
し
て
詳
し

く
掲
載
し
て
い
ま
す
。



第187号（3）平成29年２月 議会だより 　はこね

議会用語解説

議員別議案賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議
案
番
号

議　案　等

議
決
結
果

村
野　
由
紀
子

川
端
祥
介

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

小
川
鶴
雄

勝
俣
公
好

山
田
成
宣

稲
葉　
親
太
郎

山
田
和
江

石
川
　

栄

遠
藤
秀
則

折
橋
尚
道

西
村
和
夫

沖
津
弘
幸

104 地方議会議員の厚生年金制度への加入
を求める意見書の提出について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ―

～ 議案の説明 ～
　2011年度に廃止された地方議員年金制度ではなく、町長副町長と同じ年金制度への加入を求めるものです。厚生
年金制度への加入対象者は会社等に勤務している場合に対象となります。

※　記号の説明　　可：原案可決　　○：賛成　　×：反対　　－：議長は採決に参加しません

意
い

見
け ん

書
し ょ 　地方公共団体の公益にかかわる事柄に関して、議会の議決に基づき、議会として

の意見や希望を意見書として内閣総理大臣、国会、関係行政庁に提出することです。
　具体的には、議員が発案して本会議にはかり、採択された後、議長名で関係機関
に提出します。
（町民等から意見書提出を求める請願が提出されることもあります。採択された場
合は、議員発議で意見書を提案し、採択することになります。）
　意見書には法的拘束力はありませんが、住民代表である議会の総意として尊重さ
れます。

補
ほ

正
せ い

予
よ

算
さ ん 　３月定例会において決定された当初予算を超えて支払い等をする必要が発生した

場合に、その分を補うために元の予算に上乗せすることです。議会の承認後に、補
正予算が成立します。

一
い っ

般
ぱ ん

質
し つ

問
も ん 　本会議で議員が町長に対して町政全般に関しての質問を行うことです。内容は町

政の方針に関することや、事務の執行状況等について質問し、その報告もしくは説
明を求めることができます。
　この質問は通告制で、議員一人当たりの質問時間は６０分と申し合わせ事項により
決められています。

常
じょう

任
に ん

委
い

員
い ん

会
か い 　総務企画観光常任委員会と教育福祉環境常任委員会の２種類があり、付託される

議案の有無にかかわらず常設されている委員会で、箱根町では、７名ずつ選ばれて
組織されています。
　本会議における議案の審査で、議論が尽きない場合等に担当の常任委員会へと付
託され、審議を行います。

質
し つ

疑
ぎ 　議題となっている議案に関して不明確な点について聞くことです。一問一答方式

で行われ、議題に関係のないことは質疑できません。これから議題になる議案や既
に議題となってしまったものに対しても質疑できません。議員一人当たりの質疑時
間は２０分と申し合わせ事項により決められています。

特
と く

別
べ つ

委
い

員
い ん

会
か い 　常設されておらず、特別な場合に組織される委員会です。議会で必要性や定数等

を議決によって決定し、特別委員会に付託された案件が、議会において審議されて
いる間存在します。行財政改革調査特別委員会や議会改革等推進特別委員会、総合
計画・都市計画マスタープラン審査特別委員会等が組織されています。



第187号 平成29年２月（4）議会だより 　はこね

魅力を感じ得る子育て施策を問う
町 ― 第２子以降の保育料を無料に‼

問

質

般

一町
の
考
え
方
を
問
う
！

に
つ
い
て
町
全
体
で
支
援
し
て
い
く
。

　

観
光
に
力
を
入
れ
て
い
る
町
で

あ
る
な
ら
、
休
日
保
育
の
対
象
児

の
枠
を
広
げ
て
、
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
欲
し
い
。
ま
た
、
日
常
の

保
育
に
つ
い
て
も
子
育
て
家
庭
が
利
用

し
や
す
く
し
て
は
い
か
が
か
？

　

保
育
者
の
配
置
を
大
幅
に
増
す

必
要
が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
今
後
、
保
育
士

の
確
保
や
、
ニ
ー
ズ
等
状
況
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
く
。
日
常
的
に
も
、
保
護

者
が
通
院
さ
れ
た
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
さ
れ
た
い
時
は
乳
幼
児
一
時
預
か
り

等
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
事
業
が
あ
る
の

で
、
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

５
期
目
に
入
ら
れ
た
町

長
の
子
育
て
に
関
す
る
考

え
を
伺
う
。

　

一
貫
し
て
少
子
化
対
策

を
町
政
の
最
重
要
課
題
と

し
て
捉
え
て
、
子
育
て
支
援
関

係
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

地
域
全
体
で
次
代
を
担
う
子
ど

も
達
を
育
て
て
い
く
環
境
、
子

ど
も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
育
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
。

　

子
育
て
世
代
の
世
帯
が

魅
力
を
感
じ
得
る
施
策

は
？
子
育
て
支
援
に
関
す
る
具

体
的
施
策
を
改
め
て
示
し
て
も

ら
い
た
い
。

　

妊
活
中
の
支
援
と
し
て
、

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助

成
事
業
・
第
２
子
以
降
の
お
子

さ
ん
に
誕
生
祝
い
金
を
交
付
し
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
て
い
る
。
平
成
０
年
４

月
か
ら
は
、
第
２
子
以
降
の
子

ど
も
の
保
育
料
を
無
料
に
し
、

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
育
教
育

29

　12月定例会では、町政全般へ８人の議員が15項目にわたる一般質問を行
いました。なお、質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿につ
いては質問議員が作成しています。なお、掲載にあたっては紙面の都合
上、質問内容、回答共に、抜粋したものとなっておりますので、ご了承く
ださい。
質問者 質問項目 ページ

山田　成宣 ・観光施策の考えについて（観光地を経営するＤＭＯについて）
・子育て支援の充実に向けた施策について ４

石川　　栄 ・箱根町の公共施設整備と維持管理のあり方について

５
勝俣　公好

・�小児医療費自己負担額の無償化拡大（高校３年生まで）
について

・高等学校等通学費の全額補助について

村野由紀子 ・箱根町のトイレについて
・災害に強いまちづくりについて

６
折橋　尚道

・インバウンド強化と大涌谷観光の安全対策について
・町職員の就労状況について
・�小・中学校の英語力強化とコンピュータプログラミング
等のＩＣＴに関する教育について

勝俣　剛一 ・受益者負担の適正化について
・通学路の安全対策について ７

川端　祥介 ・町長の所信表明について

山田　和江 ・「人口減少・少子高齢化対策の更なる推進」について
・就学援助制度の改善について ８

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

Ａ

山
田
成
宣
議
員



第187号（5）平成29年２月 議会だより 　はこね

箱根町の公共施設整備と維持管理のあり方
町 ― 現行のサービスを低下させることなく町民との議論を重ね解決していく

小児医療費高校３年生まで無償化拡大について、高校通学費の全額補助について
町 ― 今後検討していく。当面は現在の保護者負担額を維持していく。

　

「
中
学
校
」
は
壁
の
剥
離
や
内

部
劣
化
が
激
し
い
。
古
い
校
舎
は

45
年
経
過
し
て
お
り
、
破
損
個
所
は
随

時
修
繕
、
平
成
27
年
度
校
舎
４
棟
の
耐

力
調
査
に
お
い
て
耐
震
性
は
非
常
に
安

全
度
が
高
い
が
、
老
朽
化
を
表
す
健
全

度
は
低
い
と
の
診
断
結
果
に
よ
り
長
寿

命
化
改
良
工
事
を
選
択
、
平
成
29
年
度

実
施
設
計
委
託
、
平
成
30
年
度
校
舎
改

良
工
事
、
平
成
31
年
度
体
育
館
改
良
工

事
で
進
め
る
。
「
環
境
セ
ン
タ
ー
」
は

22
年
経
過
し
、
老
朽
化
が
顕
著
。
延
命

化
工
事
に
つ
い
て
は
一
市
三
町
広
域
化

を
見
据
え
、
特
に
、
し
尿
処
理
施
設
は

50
年
以
上
経
過
し
て
お
り
処
理
の
方
法

を
検
討
中
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
す

る
こ
と
な
く
、
町
民
の
皆
様
に
丁
寧
な

説
明
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

公
共
施
設
に
係
る
設
備

投
資
経
費
の
配
分
状
況
、

平
成
24
年
度
築
30
年
経
過
施
設

46
％
も
あ
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

　

配
分
増
加
を
考
え
更
新

問
題
に
対
処
、
今
後
40
年

間
で
４
０
４
億
円
、
１
年
あ
た

り
約
10
億
の
更
新
費
用
が
必
要
。

現
状
で
は
維
持
で
き
な
い
こ
と

を
分
か
り
易
く
説
明
。
町
民
と

問
題
意
識
を
共
有
し
、
「
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
を

持
続
的
に
維
持
す
る
。

　

老
朽
化
施
設
の
早
期
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

　

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
確
保
し
つ
つ
、
公
共
施

設
全
体
の
延
床
面
積
削
減
を
検

討
し
て
い
く
。
大
規
模
施
設
老

朽
化
は
将
来
的
ニ
ー
ズ
を
勘
案
、

一
定
の
投
資
を
図
り
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
縮
減
し
つ
つ

整
備
の
ス
パ
ン
を
早
め
た
い
。

　

箱
根
中
学
校
、
環
境
セ

ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

　

高
校
通
学
費
の
補
助
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
12
月
議
会
で
３
ヶ
月
で

５
千
円
の
負
担
増
に
な
る
こ
と
で
、
仙

石
原
高
校
保
護
者
会
か
ら
の
意
見
で
負

担
増
は
経
済
的
に
苦
し
く
な
る
、
転
居

を
考
え
た
い
な
ど
の
発
言
が
多
く
、
高

校
生
を
持
つ
家
庭
の
重
い
負
担
に
な
る

の
で
定
住
化
対
策
、
子
育
て
対
策
の
方

針
を
示
す
所
か
ら
高
校
通
学
費
の
保
護

者
負
担
を
０
円
に
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
18
年
度
よ
り
、

育
英
奨
学
金
特
別
会
計
か
ら
高
等

学
校
等
通
学
費
補
助
事
業
に
財
源
を
繰

り
入
れ
し
て
い
る
が
、
基
金
残
高
が

年
々
減
少
し
本
来
の
目
的
が
出
来
な
く

な
る
。
こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
当
面
は

現
在
の
保
護
者
負
担
額
１
万
８
千
円
を

維
持
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

町
で
は
少
子
化
と
人
口

減
対
策
と
重
点
施
策
に
掲

げ
て
い
る
。
地
方
創
生
推
進
事

業
の
長
野
県
下
条
村
の
視
察
で

の
効
果
は
、
下
条
村
で
は
い
ろ

い
ろ
な
定
住
化
促
進
施
策
を
打

ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
人
口
増
が

起
り
、
そ
の
一
つ
の
策
に
小
児

医
療
費
自
己
負
担
額
を
高
校
３

年
生
ま
で
無
償
化
を
取
り
入
れ

た
と
あ
り
ま
し
た
が
、
箱
根
町

も
こ
の
策
を
取
り
入
れ
な
い
か

を
伺
う
。

　

町
は
小
児
医
療
費
助
成

事
業
は
中
学
３
年
生
ま
で

と
力
を
入
れ
て
い
る
事
業
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
難
し
い
。

小
児
医
療
費
の
対
象
年
齢
は
、

子
ど
も
の
健
康
に
資
す
る
こ
と
、

病
気
の
子
ど
も
を
抱
え
る
子
育

て
家
庭
の
経
済
的
支
援
で
あ
る

の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

石
川
栄
議
員

勝
俣
公
好
議
員

工事中の環境センター



第187号 平成29年２月（6）議会だより 　はこね

大涌谷安全対策とインバウンド強化について、英語力の向上とICT教育について
町 ― ガス監視の強化、小中一貫教育の充実

函嶺洞門バイパス、雪の対応について
町 ― 十分な周知を県に働きかける

認
証
に
よ
る
決
済
の
実
装
に
つ
い
て
。

　

指
紋
認
証
は
経
済
産
業
省
が
外

国
人
旅
行
者
に
対
し
10
月
か
ら
実

証
が
行
わ
れ
、
買
い
物
決
済
、
ホ
テ

ル
・
旅
館
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
手
続
き
な

ど
、
指
紋
認
証
に
よ
っ
て
確
認
す
る
も

の
で
、
箱
根
で
は
強
羅
地
区
の
導
入
が

進
ん
で
い
る
。

　

小
中
学
校
で
の
英
語
教
育
の
強

化
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
教
育
の

導
入
に
つ
い
て
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
中
で
、
英
語

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
小
中

学
校
に
同
じ
教
員
を
巡
回
さ
せ
る
、
更

に
日
常
の
学
校
生
活
に
英
語
を
取
り
入

れ
て
い
く
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

導
入
は
、
文
科
省
か
ら
の
教
育
内
容
が

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
来
年
度
教

員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
置
す
る
予

定
。

　

「
火
山
ガ
ス
安
全
対
策

専
門
部
会
」
が
設
置
さ
れ
、

大
涌
谷
火
山
周
辺
の
監
視
強
化

を
進
め
て
い
る
。
今
後
進
め
る

安
全
対
策
と
立
ち
入
り
禁
止
の

自
然
研
究
路
開
放
の
見
込
み
は

あ
る
の
か
。

　

大
涌
谷
周
辺
に
計
５
カ

所
の
火
山
ガ
ス
計
測
機
器

を
設
置
、
24
時
間
体
制
で
ガ
ス

濃
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
。

基
準
値
を
超
え
た
場
合
は
、
注

意
喚
起
や
屋
内
退
避
な
ど
の
情

報
を
、
４
ヶ
国
語
放
送
で
伝
え

て
い
る
。
今
後
は
計
測
機
器
を

11
ヶ
所
増
設
し
、
デ
ー
タ
を
一

元
的
に
管
理
す
る
体
制
と
す
る
。

自
然
研
究
路
の
再
開
は
「
火
山

ガ
ス
安
全
対
策
専
門
部
会
」
の

評
価
で
判
断
す
る
が
、
避
難
用

シ
ェ
ル
タ
ー
が
必
要
な
の
で
時

間
が
か
か
る
。

　

経
済
産
業
省
商
務
情
報

政
策
局
が
進
め
る
「
お
も

て
な
し
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

で
実
証
さ
れ
て
い
る
生
体
指
紋

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
さ

れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
だ
け
で
は
、
町
民
、
観
光
客
に

は
、
分
か
り
づ
ら
い
、
ま
た
、
せ
っ
か

く
脱
着
場
を
開
放
し
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
脱
着
場
、
転
回
場
の
看
板
な
ど
分

か
る
よ
う
な
表
示
が
必
要
で
は
な
い
か
、

情
報
の
周
知
も
考
え
た
方
が
い
い
と
思

う
が
伺
う
。

　

有
効
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
交
通
安
全
確
保
と
い
う
点
も

あ
る
の
で
、
十
分
な
周
知
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
、
県
に
働
き
か
け
を
し
て

い
く
。

　

町
内
の
国
県
道
、
11
月

24
日
、
朝
８
時
の
時
点
で

山
間
部
は
、
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の

滑
り
止
め
が
必
要
と
な
り
、
路

線
バ
ス
が
小
田
原
か
ら
湯
本
間

で
折
り
返
し
運
転
だ
っ
た
。
今

回
の
雪
の
対
応
で
函
嶺
洞
門
の

バ
イ
パ
ス
は
使
え
た
の
か
伺
う
。

　

神
奈
川
県
で
は
、

チ
ェ
ー
ン
の
脱
着
に
つ
い

て
は
、
函
嶺
洞
門
付
近
の
駐
車

場
を
利
用
し
て
頂
く
よ
う
に
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
、

転
回
場
は
、
原
則
的
に
は
箱
根

全
山
、
滑
り
止
め
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
開
放
す
る
と
い

う
事
で
、
開
放
し
な
か
っ
た
。

Ａ

ＡＡ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

折
橋
尚
道
議
員

村
野
由
紀
子
議
員

函嶺洞門バイパス開通式

函嶺洞門バイパス

大涌谷



第187号（7）平成29年２月 議会だより 　はこね

通学路の安全対策について
町 ― 箱根町通学路安全推進会議の設置

来町外国人客にアンケート調査を行い、おもてなしの充実を！
町 ― 来町外国人観光客に対しては、マーケティング・ニーズ調査を的確に行う

　

雪
道
対
策
に
つ
い
て
の
対
処
は
。

　

国
、
県
道
に
つ
い
て
は
、
不
測

事
態
の
未
然
対
応
と
し
て
児
童
生

徒
が
必
ず
通
る
国
、
県
道
沿
い
の
歩
道

部
分
地
図
に
示
し
た
箇
所
を
重
点
的
に

除
雪
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

学
校
周
辺
の
歩
道
に
つ
い
て
の

対
処
は
。

　

各
学
校
の
職
員
が
、
児
童
生
徒

が
車
道
に
は
み
出
し
て
歩
く
こ
と

が
な
い
様
に
、
登
校
前
に
歩
道
の
除
雪

を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
中
学
校
に
除

雪
機
１
台
を
配
置
、
地
域
の
方
々
や
保

護
者
の
協
力
の
も
と
、
通
学
路
の
安
全

確
保
を
行
っ
て
い
く
。

　

最
近
、
多
発
し
て
い
る

通
学
中
の
事
故
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
当
町
の
取
組
み
は
。

　

平
成
26
年
度
に
警
察
や

道
路
管
理
者
、
中
学
を
含

む
１
中
３
小
、
全
て
の
学
校
長

等
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
、「
箱

根
町
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」

を
設
置
し
て
、
通
学
路
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
、
対
処
し
て

い
る
。

　

危
険
箇
所
等
の
点
検
及

び
チ
ェ
ッ
ク
状
況
は
。

　

箱
根
町
通
学
路
安
全
推

進
会
議
の
構
成
員
が
、
定

期
的
に
合
同
点
検
を
行
う
こ
と
、

点
検
後
に
対
策
を
行
う
こ
と
、

各
関
係
機
関
が
連
携
し
て
安
全

対
策
を
行
う
こ
と
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
従
い
、
毎
年
、
通
学

路
の
点
検
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

　

外
国
人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
町
独

自
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
１
年
間
で
箱
根
に
宿
泊
し
た
外
国
人

の
、
国
別
集
計
を
み
る
と
、
１
位
が
中

国
、
２
位
香
港
、
３
位
ア
メ
リ
カ
、
４

位
台
湾
、
５
位
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
な
っ

て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
圏
の
お
客
様
が
多
く
、
本
年

１
月
か
ら
ア
ジ
ア
向
け
の
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
と
協
力
し
、
訪
日
旅
行
で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
行
っ
て
い
く
。

　

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
調
整
を
行
う
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

ニ
ー
ズ
調
査
と
い
っ
た
も
の
は
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
性
が
高
ま
っ
て
く
る
た

め
、
的
確
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

町
長
の
所
信
表
明
の
な

か
で
観
光
の
振
興
が
あ
る
。

　

国
の
推
計
で
は
、
平
成
28
年

１
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、
訪

日
外
国
人
客
数
が
２
０
０
０
万

人
を
上
回
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
本
町
の
平
成
28
年
の
外
国

人
客
数
は
、
１
０
０
万
人
を
突

破
す
る
こ
と
が
確
実
と
の
な
か

で
、
将
来
２
０
０
万
人
を
目
指

す
考
え
方
を
示
さ
れ
、
外
国
人

が
箱
根
で
ひ
と
り
歩
き
が
で
き

る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
外
国
人
客
の
多
く
集
ま
る

場
所
（
大
涌
谷
・
遊
覧
船
の
船

着
き
場
・
宿
泊
施
設
等
）
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
く
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

勝
俣
剛
一
議
員

川
端
祥
介
議
員

通学する小学生

湯本駅構内の観光客



第187号 平成29年２月（8）議会だより 　はこね

定住化には交通費の負担軽減を！
町 ― 金額の軽減について今後も話をさせていただく

け
て
い
く
。

　

第
２
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償

化
の
年
齢
基
準
は
。

　

多
子
計
算
に
か
か
る
年
齢
制
限

を
設
け
ず
に
全
て
の
第
２
子
以
降

の
保
育
料
無
料
化
を
実
施
す
る
。

　

若
い
人
が
こ
の
町
に
住
み
続
け

る
た
め
に
も
お
年
よ
り
が
大
事
に

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
の
根
幹

で
あ
る
交
通
費
の
負
担
軽
減
を
総
合
計

画
で
も
取
り
上
げ
て
と
い
っ
て
き
た
が
、

全
町
民
的
に
も
高
い
バ
ス
代
が
負
担
に

な
っ
て
い
る
。

　

公
共
交
通
機
関
に
金
額
の
軽
減

に
つ
い
て
今
後
も
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

　

村
を
あ
げ
て
人
口
増
に
取
り
組

ん
で
い
る
上
野
村
に
行
っ
て
き
た

が
当
町
で
も
町
を
挙
げ
て
行
う
べ
き
だ
。

　

日
本
全
体
で
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

　

町
長
所
信
表
明
の
一
つ

で
あ
る
「
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
対
策
の
更
な
る
推

進
」
に
つ
い
て
伺
う
。
初
め
に

平
成
27
年
の
大
涌
谷
の
活
発
化

に
よ
る
人
口
流
出
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

　

具
体
的
な
数
字
は
把
握

し
て
い
な
い
し
そ
の
規
模

も
わ
か
ら
な
い
が
残
念
な
が
ら

事
実
と
考
え
る
。

　

広
報
は
こ
ね
の
人
口
掲

載
で
昨
年
の
５
月
１
日
か

ら
の
一
年
間
で
１
４
３
７
人

減
っ
て
い
る
。
町
長
は
こ
の
数

字
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

　

最
大
限
町
と
し
て
も
努

力
は
し
た
。

　

「
少
子
高
齢
化
対
策
」

の
中
身
に
つ
い
て
伺
う
。

空
き
家
の
活
用
で
は
家
財
道
具

が
残
っ
て
い
て
放
置
さ
れ
て
い

る
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

が
対
処
は
。

　

調
査
を
し
て
い
る
業
者

に
紹
介
し
登
録
を
呼
び
か

議会カレンダー
2017年２月

月 火 水 木 金 土 日
13 14 15

議会全員協議会
議会運営委員会

16
県町村議会議長会
役員会・定期総会

17 18 19

20 21 22 23
３月定例会（１）

24 25 26

27 28

2017年３月
月 火 水 木 金 土 日

1
３月定例会（２）

2 3 4 5

6
３月定例会（３）

7
３月定例会（４）

8 9
常任委員会

10 11 12

13
３月定例会（５）

14
３月定例会（６）

15 16
予備日

17
３月定例会（７）

18 19

20 21 22
小学校卒業式

23 24 25 26

27 28 29 30 31

※現時点での予定となっています。ホームページにおいて随時更新いたしますので、ご覧ください。
※網掛け部分：３月定例会会期（23日間を予定）

★★会期：議会が会議を行う期間（開会日から閉会日まで）のことです。会期は、本会議開会後に決定します。★★

ＱＱ Ｑ

ＱＱＱ

ＡＡ Ａ

ＡＡＡ

山
田
和
江
議
員



第187号（9）平成29年２月 議会だより 　はこね

　箱根町議会では、年４回の定例会ごとに「議会だよりはこね」を発行し、議会活動や審議経過等につ
いてお知らせしています。今回は、広報広聴委員会が編集する「議会だよりはこね」ができるまでをお
知らせします。

　箱根町議会では、議会だよりの企画及び編集等に際し、広く町民から意見や提案を聴取して、内容の
充実を図るため、箱根町議会だよりモニターを設置しています。
　各地域から１名ずつ、５名の議会だよりモニターさんにご協力いたただいています。

（順不同、敬称略）
湯本地域 温泉地域 宮城野地域 仙石原地域 箱根地域
二見　嘉彦 小林　光代 茂村ひとみ 勝俣　直子 児島　主徳

議会だよりモニターさんによるアン
ケート結果は、次号の議会だよりに
反映するよう、広報広聴委員会にお
いて協議を行っています。

★★町民の皆さまからのご意見・ご感想もお待ちしています！　連絡先：議会事務局（８５ー９５７０）★★

「議会だより　はこね」ができるまで！

◦編集方針や紙面構成、特集記事等の担当者を決めます。
※�原稿は議員が書いています。一般質問は質問者本人、各委員長の報告は各委員長が書き、それ以
外の特集記事等は広報広聴委員が分担しています。

第１回委員会

◦�提出された原稿の内容確認を行
い、表紙の写真、全体のレイア
ウト等を決めます。

第２回委員会

◦�ゲラ刷りの校正を行います。
第３回委員会

◦２校の校正、最終チェックを行います。
第４回委員会

印刷業者へ初稿提出

印刷業者へ２校提出

印刷業者へ最終校提出
（印刷・製本・納品）

新聞折り込みにて各世帯へ配付、
役場本庁舎及び出先機関にて配布

議会だよりモニターさんへのアンケート実施



第187号 平成29年２月（10）議会だより 　はこね

▲傍聴実施前に、各学校で地方自治の勉強。
　予備知識を備えて傍聴に備えます。

はこジ郎
箱根ジオパーク
マスコットキャラクター

　誰でも気軽に、子どもでも大人
でも分け隔てなく、議会の傍聴を
可能とするために、私たち議会は
条例や規則を改正してきました。
その結果、議会からの提案により
授業としての議会傍聴が実現しま
した。
　この企画運営に関しては、教育委員会と学校の先生に大
変な努力をいただきました。箱根町議会の取り組むこうし
た企画は、全国でも類のないものです。この傍聴に参加し
た子どもたちの中から、将来の議員が出現してくれること
を、私たちは願っています。

議会改革等推進特別委員会　委員長　折橋尚道

　私たちのためにいろいろ話し合ってくれてい
ると思いました。気がひきしまったし、本当の
議会を見て、この町に住んでいることに安心し
ました。� （湯本小学校）

　町長さんや町の議員さんたちが真剣に箱根町
のこと考えてくれてとてもうれしいです。
　ぼくは、人前で話すのが苦手なので、町長さ
んや議員さんたちみたいになりたいです。
� （箱根の森小学校）

　ここに話し合いに来ている人はきっと、箱根
町をよくしようと思っているんだと思うとうれ
しいです。� （仙石原小学校）

▲傍聴席には、各校入れ替えのため待機中
▼�教育委員会の先生より、食堂にて議会傍聴を前に、傍聴の
マナーや見学の手順の説明を受け、議場に向かいます。

傍聴に来てくれた６年生の感想

スクールバス到着

１２月１３日、町内の小学校６年生が、議会傍聴と箱根町
役場の見学にやってきました。

６年生による議会傍聴特集！

チョット
難しそうだな

玄関にてお出迎えです。未来のある
子どもには、役場もＶＩＰ対応です。
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総務企画観光常任委員会　報告

教育福祉環境常任委員会　報告

　１２月定例会会期中に当委員会に付託された議案の

審査を行いました。

議案９８号不動産（建物）の無償譲渡について
　この議案は、社会福祉法人箱根恵明学園から温泉幼

稚園施設の利用についての要望を受け学園の公益性、

将来に亘る施設の有効利用及び地域と共生し続けるこ

とによる効果を考慮し、無償で現温泉幼稚園の建物を

箱根恵明学園に譲渡することとした議案であり、採決

の結果全会一致により可決すべきものと決定した案件

でした。

　委員会として今後も公共施設の再利用の観点からも

注視していきたいと思います。

委員長　山田　成宣

　当委員会におきましては、景観条例について調査・

研究を行うため、他自治体の条例等の情報収集を行い

ました。また、１２月定例会において付託された、

町道路線の廃止３件（温106号線、宮130号線、仙

58号線）について審議を行いました。これらの路線

は現況がないことから、効率よく審議を進めるため、

今回は現地の視察を行わず、現地の写真にて確認する

こととしました。いずれも可決決定しましたが、町道

については、今後も厳格な管理をするよう附帯意見を

つけて、議会報告を行いました。

　今後は継続調査となっている各項目について検討を

進めて参ります。

委員長　勝俣　剛一

総務企画観光常任委員会の様子

教育福祉環境常任委員会の様子

温泉幼稚園

廃止された町道の一部
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議会傍聴に
お越しください

　２月２３日から３月定例会が
開かれる予定です。
　なお、議会運営委員会の審
議によっては、開催日等変更
が生じることがありますので、
ご了承ください。
※�現在の３月定例会開催予定
日は２月２３日、３月１、６、
７、１３、１４、１７日です。
　また、ベビールームもあり、
赤ちゃん連れの方も傍聴でき
ますので、ぜひお越しくださ
い。

『町民の皆さんとの意見交換会』希望する団体等を募集中

　議員と「まちづくり」について意見交換しませんか？
【対象】�町内で活動する、おおむね10人以上のグループ・団体
　申込方法等は、議会事務局までお問い合わせください。（☎85-9570）

傍聴席からの見え方～議会のレイアウト～

我が家の自慢

一般質問の回答や
委員長報告等を行
う場所です。

議員が町に対し、
一般質問を行う場
所です。

演　壇

質問席

『もしかすると、今年の春、かわいい
フクロウの赤ちゃんが見られるかもし
れません。』

次号以降に掲載するペットを募集しています。
50文字以内の紹介文、飼い主の名前、可愛がっている
動物の名前と住所、電話番号を明記の上、写真を郵送
または下記にＥメールにて議会事務局まで提出くださ
い。（名前と地区を掲載）
web_gikai@town.hakone.kanagawa.jp
なお、写真によっては掲載不可能な場合もありますの
で、ご了承ください。（仙石原　齋藤さん）

モリフクロウの
フク君（左）とココちゃん（右）


